共働的コミュニティにおける人の採用・教育・成長 : ネッツトヨタ南国のケース by 山田 伊知郎
1. 本研究の目的と研究方法
共働的コミュニティは組織における人の価値観や, 人と人との関係に深くかかわる特性に
ついての特徴を表す組織形態である｡ これは必然的に, 組織文化とも密接な関係がある｡ 本
研究の目的は, 企業において共働的コミュニティがどのようにして生成・維持されるのかに
ついて, 人の採用, 教育, 成長面からケースの分析を通じて明らかにすることである｡ 共働
的コミュニティに注目する理由をいかに簡潔に述べておく｡ それは, 本研究を進めるモティ

















1) 鈴木 (2013) は, 古典的経営手法以降の組織を, 新人間関係論, コミットメント経営, ハイコミッ
トメント型 HRM, 社会関係資本によるマネジメント, 共働的コミュニティ, かかわりあう職場のマ
ネジメントとして, その整理している｡ 本研究においてはそれらを総称して, コミットメントマネジ
メントと呼ぶことにする｡
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広井良典 (2009) は, コミュニティを次のように定義している｡ 人間がそれに対して何ら
かの帰属意識を持ち, かつその構成メンバーの間に一定の連帯ないし相互扶助の意識が働い












ト, かかわりあう職場のマネジメントといった形態が研究されている｡ 本論では, 共働的コ
ミュニティに注目する｡
3. 既存研究
共働的コミュニティの生成に関する既存研究を以下に紹介する｡ Heckscher & Adler











Sabel (2006) は, 共働的コミュニティの生成プロセスに関して, 組織における規範に注目













インタビュー調査は, 2016年９月７日から９日にかけて, 従業員のうち20名 (会議のメン
バーを除く) に対し, 計９時間52分間行った2)｡ インタビュイーは２名3) であり, インタビュー
調査が行われた場所は, ネッツトヨタ南国の本社および２つの支社4) であった｡
インタビュー調査の内容に関しては, ネッツトヨタ南国における様々な職種に就いている















2) 詳細は山田 (2017) 参照｡
3) 塚田修 (関東学院大学) と山田伊知郎 (桃山学院大学) の２名である｡
4) あさくら太陽店, のいち青空店の２店である｡
4.3. 分析フレームワーク










































たりとか, いろいろ関わってくれる, かかわられることが好きな人間といいますか, ……
(繋ぎ役)
(大学の会社説明会で) ……採用を２人でやっていましたので, その時の圧倒的な, なんて






















地元に帰省しての合説でした｡ ｢あ, ネッツ南国が来てる｣ と思ってブースへ行ってみまし
た｡ ……これまで行ったどの企業と全然違う｡ 席についたら会社の説明をしてくれると思っ
ていたら, いきなり質問攻め (笑)｡ どんな働き方がしたいの？とかって, でもその時に























5) http : //www.vistanet.co.jp / recruit / voice / sumida.html (2017年10月22日現在)
















































す｡ 相手のことを｡ それまでは本当自分のことしか見えずに, 自分のやりたいことをやりた
いようにやってたと思うんですが, それではいけない時もありますし｡ (営業)
(販売台数について) 目標は高ければ高いほどうれしいんです｡ これは会社からの期待値で
すんで｡ ……目標に対してコンテストがあります｡ そんなんもあるんです｡ 目標に対して何
％達成しました｡ というのは目標低ければ達成しやすいんで, 給料も入るかもしれません｡
けど, 私たちの心の中には目標高いほどうれしいです｡ こんなに期待されていると｡ ですん
で, そこはもうやります｡ もちろんそれぐらいやりますと｡ ……ちょっと難しいくらいの数
値です｡ ……人の実績とかをみて安心するのは, 三流の会社やと思うんです｡ (営業)
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先輩のことを見ながら学ぶんで, 言葉とかはないんですよ｡ ないけど, 先輩のやることだか
ら, やらないかんって｡ 背中を見せてくれるので, やらないかんと思いますし｡ 言葉とかよ
りもたぶん, 伝わるものがあるというか, と思いますね｡ (ショールームアテンダント)
5. 結論と議論
本論では, 組織単位においても, 組織成員においても競争が激しい環境に置かれている状
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Recruiting, Education, and Grow up Spiritually
in a Collaborative Comminity
Case of Netz Toyota Nangoku
YAMADA Ichiro
The purpose of this paper is to be clear how the collaborative community is structured and
maintained through analyzing a case by the view point of recruiting, education, and glow up
spiritually rich. It is clear recently that management effectiveness of organization is largely
dependent more on the employee autonomous, than on tight control. Collaborative community is
one kind of the commitment management style. Organizations which has the property of
collaborative community put great value on personal autonomous and relationship between
employees among commitment management style. Those unique characteristics expect peculiar
management style in its organization. Its hardness and uniqueness of management style about
collaborative community requires deep researches on business administration field.
Through interview research in Netz Toyota Nangoku which is the collaborative community,
and auto dealer in Shikoku Japan, beneficial results could be gotten as follows, Recruiting :
Netz Toyota Nangoku spend a lot of resources relating to its recruiting operation. On the other
hand, candidates is not in a conscious manner on the occasion of recruiting. Many employees
have a realization of incident. Candidates recognize the result of recruiting not by design but by
accident. Recruiting managers decide not by accident but by design.
Education :
New employees are educated not by managers but by co-workers and senior colleagues.
Managers recognize the workplace environment is the key success factor for employee
education. Educated employees have an important role in educating new employees in the
organization.
Glow up spiritually rich :
Employees are motivated to work by responding and rewarding to the expectations of senior
colleagues, supervisors and managers. Managers think human glow up system is designed to
work well with education systems and work environment. Employees glow up spiritually rich is
a result of them.
